
『
纂
異
記
』

張

生

考

証

は
じ
め
に

晩
唐
の
士
大
夫
李
攻
の
『
纂
異
記
」
は
、
知
名
度
は
低
い
な
が

門
注
①
】

ら
文
学
的
評
価
は
極
め
て
高
い
伝
奇
小
説
集
で
あ
る
。
就
中
「
張

[
註
②
]

生
」
は
、
反
「
孟
子
」
論
の
系
譜
に
属
す
る
文
章
で
あ
る
と
夙
に

【
桂
③
】

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
注
目
に
値
す
る
点
は
そ
れ
だ
け
に
は
止
ま

ら
な
い
。
孟
子
を
非
難
す
る
論
議
の
例
証
と
し
て
経
で
あ
る
『
尚

書
』
の
記
述
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
纂
異
記
』
は
小
説
で
あ
る
か
ら
、
言
わ
ば
遊
び
の
文
章
で
あ
っ

て
、
士
大
夫
と
し
て
の
真
面
目
な
著
述
と
同
列
に
は
扱
え
な
い
。

そ
れ
で
も
、
思
想
史
の
資
料
と
し
て
甚
だ
興
味
深
い
の
で
詳
細
に

検
討
し
て
み
る
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

宮

野

直

也

『
纂
異
記
』
に
つ
い
て
の
書
誌
学
的
研
究
の
成
果
は
、
管
見
の

〔
注
④
〕

の
該
当
項
目
に
最

範
囲
で
は
李
剣
国
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
』

も
よ
く
纏
め
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
に
お
い
て
付
け
加
え
る
事
は
無

ぃ
。
以
下
に
本
稿
に
お
け
る
考
察
に
関
係
す
る
事
項
を
列
挙
す

る
著
者
李
攻
は
、
大
和
元
年
(
八
二
七
)
竜
門
天
竺
寺
に
て
「
習

業
」
し
て
い
た
。
大
中
年
間
(
八
四
七

1
八
五
九
)
、
あ
る
い
は

成
通
年
間
(
八
六
0
1
八
七
三
)
ま
で
依
然
と
し
て
科
場
に
在
り
、

文
名
は
高
か
っ
た
が
、
結
局
進
士
科
に
及
第
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

『
纂
異
記
』
は
、
大
中
元
年
(
八
四
七
)
か
ら
八
年
(
八
五
四
)

の
聞
に
、
李
攻
の
病
中
に
書
か
れ
た
。

n
y
 



「
纂
異
記
』

下
の
十
四
位
一
屑
が
『
纂
異
記
』
所
載
と
認
め
ら
れ
る
。

の
原
書
は
散
供
し
た
が
、
「
太
平
広
記
』
所
引
の
以

宮野。『纂異記』張生考証

I 

楊
禎

2 

章
飽
生
妓

3 

許
生

4 

陳
季
卿

5 

徐
玄
之

6 

嵩
岳
嫁
女

7 

劉
景
復

8 

張
生

9 

蒋
深

10 

三
史
王
生

11 

張
生

12 

浮
梁
張
令

13 

斉
君
一
房

14 

楽
陽
氏

「
太
平
広
記
』
一
一
一
七
一
一
一

「
太
平
広
記
』
三
四
九

『
太
平
広
記
』
三
五

O

『
太
平
広
記
』
七
回

「
太
平
広
記
』
四
七
八

『
太
平
広
記
』
五
O

『
太
平
広
記
』
二
八

O

『
太
平
広
記
』

J¥ 

『
太
平
広
記
」
三

O
九

『
太
平
広
記
」
二
二

O

『
太
平
広
記
』
二
二

O

「
太
平
広
記
』
三
五

O

『
太
平
広
記
』
三
八
八

『
太
平
広
記
』

J¥ 

た
と
え
原
書
の
全
容
で
は
な
い
に
し
て
も
、
大
部
分
は
伝
存
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

李
剣
国
が
挙
げ
た

〔注
5
]

の
特
徴
の
中
か
ら
、

主
l
高
山
I
人

J
P

ロ
ね
山
1
l
f
ノ々

「
纂
異
記
』

の
点
を
抜
き
出
す
。

1 

伝
奇
小
説
で
あ
る
。

2 

作
者
の
心
中
の
憤
想
を
表
出
し
、
政
治
、
社
会
を
風
刺
し
た

寓
言
小
説
で
あ
る
。

3 

一
篇
が
一
、
二
千
字
か
ら
、
短
く
て
も
六
、
七
百
字
と
長
い
。
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4 

歌
詩
を
多
く
載
せ
て
い
る
。

5 

排
偶
を
好
ん
で
用
い
る
。

『
纂
異
記
」
に
は
歴
史
上
ま
た
は
神
話
伝
説
上
の
人
物
が
多
く
登

場
し
て
お
り
、

4
の
歌
詩
は
そ
れ
ら
の
登
場
人
物
の
作
と
い
う
設

定
で
あ
り
、

5
の
排
偶
も
登
場
人
物
の
長
科
白
に
使
わ
れ
て
い

る
。
登
場
人
物
の
立
場
に
相
応
し
い
歌
詩
や
排
偶
の
文
を
多
数
創

作
す
る
た
め
に
は
、
文
才
の
み
な
ら
ず
、
適
切
な
典
故
を
多
量
に

運
用
で
き
る
学
識
が
必
要
で
あ
る
。

つ
ま
り
4
、
5
は
著
者
李
政



の
文
才
と
学
識
を
誇
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。総

じ
て
「
纂
異
記
』
に
は
『
柳
斎
志
異
」

の
遠
祖
の
如
き
趣
が

あ
る
。
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論
証
に
必
要
な
の
で
、
以
下
に
『
纂
異
記
』
張
生
の
全
文
を
採

[
注
芯
〕

録
す
る
。
段
落
に
は
ロ
ー
マ
数
字
を
付
け
、
吏
に
E
、
E
段
落
を
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小
段
落
に
分
割
し
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
小
文
字
で
標
記
し
た
。
以

下
の
本
稿
に
お
け
る
『
纂
異
記
」
張
生
か
ら
の
引
証
は
、
こ
の

ロ
ー
マ
数
字
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
小
文
字
で
出
処
を
表
示
す
る
。

進
士
張
生
、
善
鼓
琴
、
好
読
孟
軒
書
。
下
第
遊
蒲
関
、
入
舜
城
。

日
将
暮
、
乃
排
闇
聾
轡
争
進
、
因
而
馬
蹴
。
頃
之
馬
勢
、
生
無
所

投
足
。
遂
詣
廟
吏
、
求
止
一
タ
。
吏
指
箸
旗
下
目
、
「
捨
此
無
所

詣
会
」
o

遂
止
。

E a
初
夜
方
寝
、
見
緯
衣
者
二
人
。
前
言
日
、
「
帝
召
書
生
」
。
生
還

往
。
帝
問
日
、
「
業
何
道
芸
之
人
」
。
生
対
日
、
「
臣
儒
家
子
、
常

習
孔
孟
書
」
0

b
帝
日
、
「
孔
聖
人
也
。
朕
知
久
夫
。
孟
是
何
人
、
得
与
孔
同
科

而
語
」
。
生
日
、
「
孟
亦
伝
聖
人
意
也
。
祖
尚
仁
義
、
設
礼
楽
而
施

教
化
」
o

帝
目
、
「
著
書
子
」
。
生
日
、
「
著
書
七
千
二
百
章
。
蓋
与

孔
門
之
徒
難
疑
答
問
、
及
魯
論
斉
論
。
倶
善
言
也
」
o

帝
日
、
「
記

其
文
乎
」
。
日
、
「
非
独
暁
其
文
、
抑
亦
深
其
義
」
。
帝
乃
令
生
朗
念
、

傾
耳
聴
之
。

C

念
「
万
章
問
、
『
舜
往
於
回
、
号
泣
於
日
文
天
。
何
為
其
号
泣
也
』
0

孟
子
日
、
「
怨
慕
也
』
。
万
章
問
日
、
「
父
母
愛
之
、
喜
而
不
忘
。

父
母
悪
之
、
労
而
不
怨
。
然
則
舜
怨
乎
』
o

答
日
、
「
長
息
問
於
公

明
高
日
、
舜
往
於
田
、
則
吾
得
聞
命
失
。
号
泣
於
是
天
、
怨
於
父

母
、
則
吾
不
知
也
」
」
。

E
 

d
帝
止
生
之
詞
、
悔
然
嘆
日
、
「
蓋
有
不
知
而
作
之
者
、
亦
此
之



調
印
ム
矢
。

E

朕
捨
天
下
千
八
百
二
十
載
、
暴
秦
窃
位
、
毒
痛
四
海
。
焚
我
典

籍
、
沢
我
帝
国
、
蒙
蔽
群
言
、
蓮
恋
私
欲
。
百
代
之
後
、
経
史
差

謬
。
辞
意
相
及
、
隣
於
該
昔
。

f
常
聞
賛
唐
嘉
之
美
日
、
『
垂
衣
装
而
天
下
理
」
。
蓋
明
無
事
也
。

然
則
平
章
百
姓
、
協
和
万
邦
、
至
於
泊
天
懐
山
裏
陵
、
下
民
其
苔
。

宮野 『纂異記』張生考証

夫
如
是
則
与
垂
衣
之
義
議
実
。

g
亦
開
賛
朕
之
美
日
、
『
無
為
而
治
』
o

乃
載
於
典
則
云
、
『
賓
四

門
、
斉
七
政
、
類
上
帝
、
鰹
六
宗
、
望
山
川
、
偏
群
神
、
流
共
工
、

放
擁
兜
、
極
係
、
寵
三
苗
」
。
夫
如
是
与
無
為
之
道
遠
失
。

h
今
又
問
、
『
号
泣
於
日
文
天
、
怨
慕
也
』
o

非
朕
之
所
行
。
夫
莫
之

為
而
為
之
者
天
也
。
莫
之
致
而
致
之
者
命
也
。
朕
泣
者
、
怨
己
之

命
、
不
合
於
父
母
、
而
訴
於
畏
天
也
。
何
万
章
之
問
、
孟
朝
不
知

其
対
。
伝
聖
人
之
意
、
山
一
旦
宜
如
是
失
。
嵯
不
能
己
」
0

N 
久
之
謂
生
日
、
「
学
琴
乎
」
o

日
、
「
晴
之
而
不
善
」
o

帝
乃
顧
左

右
取
琴
、
日
、
「
不
聞
鼓
五
絃
、
歌
南
風
、
実
足
以
光
其
帰
路
」
0

乃
撫
琴
以
歌
之
日
、
「
南
風
薫
薫
分
草
芋
芋
、
妙
有
之
音
今
帰
清

絃
、
蕩
蕩
之
教
分
由
自
然
、
照
照
之
化
AHJ
吾
道
全
、
董
…
董
…
AHJ
思
何

伝」
o

歌
誌
、
鼓
琴
為
南
風
弄
。
音
韻
清
暢
、
爽
朗
心
骨
。
生
因

発
言
日
、
「
妙
哉
」
o

乃
遂
驚
悟
。

帝
舜
の
故
地
で
あ
る
蒲
坂
の
舜
廟
に
宿
っ
た
主
人
公
張
生
が
夢

の
中
で
舜
の
神
霊
と
問
答
す
る
、
と
い
う
の
が
話
の
大
枠
で
あ

る
。
問
答
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

進
士
の
試
験
に
落
第
し
た
張
生
は
、
孟
子
を
孔
子
と
同
列
に
尊

-192一

崇
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
舜
は
疑
問
を
呈
し
、
『
孟
子
』
万

章
上
の
一
節
(
舜
の
行
動
に
対
す
る
孟
子
の
解
釈
)

の
誤
謬
を
厳

し
く
論
難
す
る
。
こ
の
舜
の
発
言
が
問
答
の
過
半
を
占
め
て
い

る
。
論
難
の
対
象
で
あ
る
「
孟
子
」
か
ら
の
引
用
部
分
も
合
算
す

れ
ば
約
七
割
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
要
約
す
る
と
、
「
張
生
」
は
銭
鍾
書
が
夙
に
指
摘

〔註
~
t
]

し
て
い
る
よ
う
に
「
非
孟
」
の
系
譜
に
属
す
る
一
編
で
あ
る
こ
と

に
疑
問
の
余
地
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
は

そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。



先
ず
「
纂
異
記
』
は
伝
奇
小
説
で
あ
る
。

つ
ま
り
は
純
然
た
る

遊
戯
文
字
で
あ
っ
て
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
儒
家
の
価
値
の
外
に

位
置
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
孟
子
を
孔
子
と
同
列
と
認
め
る
か
否

か
に
関
わ
ら
ず
、
儒
家
の
著
名
な
思
想
家
に
対
す
る
評
価
と
論
難

NO.l 

と
い
う
内
容
に
相
応
し
く
な
い
。
実
際
、
銭
鍾
量
一
日
が
列
挙
し
た
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「
非
孟
」
の
諸
篇
は
、
「
張
生
」
を
除
け
ば
全
て
士
大
夫
に
よ
る
「
真

面
白
な
」
著
述
で
あ
る
。

2007 

次
に
、
李
攻
は
孟
子
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
る
の
み
な
ら
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ず
、
そ
れ
が
否
定
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
蓋
然
性
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
孟
子
を
非
難
す
る
(
よ
う
に
見
え
る
)

「
小
説
」
を
書
い
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
、
著
者
の
孟
子
に
対
す

る
強
い
関
心
は
否
定
で
き
な
い
。
更
に
、
以
下
の
三
点
が
こ
の
蓋

然
性
を
支
持
す
る
。

孟
子
を
尊
崇
し
て
い
る
主
人
公
は
、
進
士
科
の
落
第
書
生
と
い

う
設
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
著
者
の
李
攻
と
同
じ
境
遇
で
あ
る
。

「
孟
子
』

の
具
体
的
な
細
部
に
反
論
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
著

者
が
『
孟
子
』
を
熟
読
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

最
も
注
目
に
値
す
る
事
実
と
し
て
、
『
孟
子
」
に
激
し
く
反
駁

す
る
舜
の
発
言
の
中
に
、
し
か
も
『
孟
子
』

の
解
釈
に
対
立
す
る

は
ず
の
舜
自
身
に
よ
る
結
論
の
前
置
き
と
し
て
、
『
孟
子
』
万
章

上
「
莫
之
為
而
為
之
者
天
也
。
莫
之
致
問
致
之
者
命
也
o
」
が
暗

に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(
E
h
)
。

2 

本
節
で
は
、
「
張
生
」
に
お
け
る
舜
の

「
孟
子
』

へ
の
反
論
の

内
容
を
、
「
孟
子
」
そ
の
も
の
に
対
す
る
論
難
と
、
例
証
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た

-193-

『尚童日』

の
解
釈
と
に
分
け
て
、
先
ず
前
者
を
検
討

す
る
。舜

の
反
論
の
対
象
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
孟
子
』
万
章

[
注
宮
]

上
に
お
い
て
舜
に
関
す
る
伝
承
「
舜
往
於
回
、
号
泣
於
呈
天
」
に

つ
い
て
、
孟
子
は
舜
が
「
号
泣
」
し
た
理
由
を
「
怨
慕
」
と
解
釈

し
て
い
る
。
万
章
は
「
怨
慕
」
を
父
母
に
対
す
る
も
の
と
理
解
し

〔注
9
]

て
「
父
母
愛
之
、
喜
而
不
忘
。
父
母
悪
之
、
労
而
不
怨
。
然
則
舜

怨
乎
」
、

つ
ま
り
「
そ
も
そ
も
父
母
は
怨
む
べ
か
ら
ざ
る
存
在
だ

と
い
う
の
に
、
舜
は
父
母
を
怨
ん
だ
の
で
す
か
」
と
聞
き
返
し

そ
の
答
え
の
部
分
の
途
中
で
「
張
生
」
に
お
け
る
「
孟
子
』

の
ヲl



用
は
終
わ
る

(
E
C
)
0
 

」
の
一
節
を
『
論
語
』
述
而
を
引
用
し
て
「
蓋
有
不
知
而
作
之

者」

(
E
d
)
と
斬
っ
て
捨
て
た
舜
は
、

『
孟
子
』

の
「
号
泣
於
臭

天
、
怨
慕
也
」
と
い
う
記
述
を
「
非
朕
之
所
行
」

(
E
h
)
と
否

定
す
る
。
そ
し
て
結
論
と
し
て
自
分
が
泣
い
た
理
由
は
「
怨
己
之

命
、
不
合
於
父
母
、
而
訴
於
晃
天
也
」
、

つ
ま
り
「
怨
ん
で
い
る

『纂異記J張生考証

の
は
、
己
の
運
命
が
父
母
と
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る

(
父
母
で
は
な
い
と
と
主
張
し
、
続
け
て
「
何
万
章
之
問

孟
軒
不
知
其
対
。
伝
聖
人
之
音
山
、
宣
宜
如
是
失
。
」
と
孟
子
を
非

難
す
る
の
で
あ
る

(
E
h
)
。
「
張
生
」
だ
け
を
読
め
ば
、
あ
た
か

百野

も
孟
子
は
「
舜
は
父
母
を
怨
ん
だ
」
と
解
釈
し
た
か
の
如
く
に
見

え
る
。し

か
し
、
後
漢
の
超
岐
の

『
孟
子
』
注
に
よ
れ
ば
、
「
怨
慕
」

と
は
「
言

つ
ま
り

「
自
分
が
父
母
に
憎
ま
れ
る
と
い
う
厄
運
に
遭
遇
し
た
こ
と
を
怨

む
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
見
て
も
、
孟
子
に
反
駁
し
た
は

ず
の
舜
の
主
張
「
怨
己
之
命
、
不
合
於
父
母
」
と
全
く
同
一
な
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
常
識

的
に
見
て
、
李
攻
が
超
岐
注
を
見
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
受

け
容
れ
難
い
。

「
張
生
」
に
引
用
さ
れ
た

『
孟
子
』
万
章
上
の
末
尾
は
「
号
泣

於
日
文
天
、
怨
於
父
母
、
則
吾
不
知
也
」
(
E
C
)

と
な
っ
て
い
る
が
、

『
孟
子
』
で
は
「
号
泣
子
日
文
天
、
子
父
母
、
則
五
日
不
知
也
」
に
作
る
。

「
張
生
」
に
は
「
怨
」
字
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
孟
子
」

で
は
「
天
と
父
母
に
向
か
っ
て
号
泣
す
る
」
と
い
う
意
味
だ
が
、

日長
生

の
方
は
「
天
に
向
か
っ
て
号
泣
し
、

父
母
を
怒
む
」
と

な
る
。
先
に
指
摘
し
た

「
孟
子
」

-194-

の
「
怨
慕
」
に
対
す
る
解
釈
と

考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
張
生
」
の
「
怨
」
字
は
単
な
る
誤
桁
で
あ
り

「
怨
慕
」
を
「
父
母
を
怨
む
」
と
解
釈
し
た
の
は
無
知
に
よ
る
誤

解
で
あ
る
、
と
判
断
す
る
の
は
甚
だ
し
く
困
難
で
あ
ろ
う
。
李
攻

は

『
孟
子
』

の
「
怨
慕
」
を
意
図
的
に
曲
解
し
、
こ
の
曲
解
の
小

説
「
張
生
」
の
読
者
に
対
す
る
説
得
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、
引

用
し
た

「
孟
子
」

の
テ
ク
ス
ト
を
改
寵
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
以
上
の
考
察
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
「
張
生
」

の
「
非
孟
」

論
は
誠
実
な
論
議
で
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
寓
言
小
説
と
し



て
の
寓
意
の
所
在
も
「
非
孟
」
以
外
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

3 

No.l 

次
に
、
孟
子
を
論
難
す
る
際
に
舜
が
挙
げ
た
例
証
を
検
討
す
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る
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
舜
は

『
論
語
』
述
而
を
引
い
て
孟
子
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を
「
不
知
而
作
之
者
」

(
E
d
)
と
非
難
し
た
。
何
曇
「
論
語
集
解
」
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に
よ
れ
ば
「
穿
撃
妄
作
篇
籍
者
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
出
鱈
目
の
原
因
を
「
朕
捨
天
下
千
八
百
二
十
載
、

暴
秦
窃
位
、
毒
痛
四
海
。
焚
我
典
籍
、
浪
我
帝
国
、
蒙
蔽
群
一
三
一
口
、

逗
恋
私
欲
。
百
代
之
後
、
経
史
差
謬
。
辞
意
相
及
、
隣
於
諒
譜
」

(
E

E
)

と
説
明
す
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
秦
の
始
皇
帝
に

よ
る
焚
書
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
差
謬
」
は
、
単
に
テ
ク
ス
ト
の
亡

侠
や
丈
字
の
誤
脱
だ
け
で
は
な
く
て
、
内
容
が
「
穿
撃
妄
作
」
、

「
該
詰
」
、

つ
ま
り
は
担
造
や
冗
談
の
よ
う
な
「
経
史
」
が
存
在
す

る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

実
例
と
し
て

『
尚
童
日
』
か
ら
二
箇
所
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

例
目
は
「
嘉
典
」
の
「
平
章
百
姓
」
、
「
協
和
万
邦
」
、
「
泊
天
」
、
「
懐

山
嚢
陵
」
、
「
下
民
其
杏
」
と
い
う
完
の
事
績
と
洪
水
を
、
「
常
聞

賛
唐
完
之
美
日
、
「
垂
衣
装
而
天
下
理
』
。
蓋
明
無
事
也
」
と
い
う

根
拠
に
よ
り
「
夫
如
是
、
則
与
垂
衣
之
義
希
失
」
と
否
定
し
て
い

る。

(
E
f
)

「
垂
衣
装
而
天
下
理
」
と
は
勿
論
『
周
易
』
繋
辞
下
の
「
黄
帝

嘉
舜
、
垂
衣
装
而
天
下
治
、
蓋
取
諸
乾
坤
」
で
あ
る
が
、
韓
康
伯

注
に
よ
れ
ば
「
垂
衣
装
以
弁
貴
賎
、
乾
尊
坤
卑
之
義
也
」

つ
ま
り

乾
と
坤
の
卦
に
基
づ
い
て
衣
裳
に
よ
っ
て
貴
賎
を
区
別
し
た
と
い

に
d
Q
J
 

ぅ
、
文
化
の
創
造
で
あ
る
。
「
無
事
」
、
「
無
為
」
ど
こ
ろ
か
明
白

な
「
有
為
」
で
あ
る
。
「
垂
衣
装
」
と
「
無
為
」
が
結
び
付
け
ら

れ
て
い
る
の
は

『
新
序
』
雑
事
第
四
の
「
故
王
者
労
於
求
人
、
人

失
於
得
賢
者
。
舜
挙
衆
賢
在
位
、
垂
衣
裳
、
恭
己
無
為
、
而
天
下

治
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
奏
で
は
な
く
舜
の
話
で
あ
る
。

要
す
る
に
「
垂
衣
装
」
の
出
典
が
『
周
易
』
で
あ
ろ
う
が
「
新
序
」

で
あ
ろ
う
が
、
「
完
典
」
の
記
述
を
否
定
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
今
一
つ
問
題
な
の
は
、
『
新
序
』
を
根
拠
に
し
て

『
尚
書
』
を
否
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
儒
家
の
経
を
、
経
以
外



の
書
物
と
同
列
に
扱
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
例
日
は
「
舜
典
」
の
「
賓
四
門
」
、
「
斉
七
政
」
、
「
類
上
帝
、

樫
六
宗
、
望
山
川
、
偏
群
神
」
、
「
流
共
工
」
、
「
放
躍
兜
」
、
「
唾
鰍
」
、

「
寵
三
苗
」
と
い
う
舜
の
事
績
を
、
「
亦
聞
賛
朕
之
美
目
、
『
無
為

而
治
」
」
と
い
う
根
拠
に
よ
り
「
夫
如
是
、
与
無
為
之
道
遠
矢
」

と
否
定
し
て
い
る
o
(
E
g
)

宮野:r纂異記』張生考証

「
無
為
而
治
」
は

「
論
語
』
衛
霊
公
の
「
無
為
而
治
者
、
其
舜

也
与
」
ま
た
は
上
に
挙
げ
た

『
新
序
」

で
あ
る
。
『
論
五
巴

は
経

に
準
ず
る
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
は
い
え
、
「
尚
書
』

よ
り
は
遥

か
に
後
代
の
書
物
で
あ
る
か
ら
、
『
論
語
』
を
根
拠
に
し
て

尚

書
』
を
否
定
し
て
い
る
と
し
て
も
、

や
は
り
経
を
よ
り
格
下
の
書

物
と
同
列
視
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
『
尚
書
』

の
内
容
(
こ
こ
で
は
完
、
舜
の

史
実
)
を
否
定
し
て
お
り
、
そ
の
判
断
に
際
し
て

「
尚
室
田
』
よ
り

後
世
の
、
或
い
は
格
下
の
書
物
を
根
拠
に
し
て
い
る
。
と
い
う
こ

と
は
、
経
で
あ
る

『
尚
書
』
を
、
特
権
的
な
書
物
で
は
な
く
、
記

述
さ
れ
た
史
実
の
真
偽
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
書
物
、
即
ち
史
と

し
て
扱
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
歴
史
書
は

話
題
に
な
っ
て
い
な
い
の
に
、
「
経
史
差
謬
」

(
E
e
)
と
言
っ
て

い
る
の
も
、
以
上
の
推
測
を
支
持
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
所
謂
「
漢
唐
注
疏
の
学
」
と
相
容
れ
な

ぃ
、
当
時
に
お
い
て
は
甚
だ
し
く
特
異
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

最
後
に
今
一
つ
留
意
す
べ
き
点
を
指
摘
し
て
お
く
。
小
説
「
張

生
」
の
設
定
で
は
、
舜
が
『
尚
書
』
所
載
の
奏
、
舜
の
事
跡
を
否

定
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
当
事
者
の
発
言
で
あ
る
か
ら
本
来
は

文
献
資
料
を
根
拠
に
挙
げ
る
必
要
は
無
い
。
と
こ
ろ
が
舜
は
、
『
周
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易
』
繋
辞
下
、
『
論
語
』
(
及
び
可
能
性
と
し
て
『
新
序
』
も
)
を

持
ち
出
す
。
『
周
易
』
繋
辞
伝
も
旧
説
で
は
孔
子
の
作
で
あ
る
か

ら
、
小
説
「
張
生
」
の
中
で
舜
は
自
ら
の
当
事
者
と
し
て
の
発
言

の
根
拠
と
し
て
、
遥
か
に
後
代
の
人
間
で
あ
る
孔
子
(
可
能
性
と

し
て
は
前
漢
の
劉
向
も
)

の
著
作
を
利
用
す
る
と
い
う
明
白
な
時

代
錯
誤
を
犯
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た

『
論
語
』
、
「
孟
子
」

。〉

ヨl

用
も
勿
論
時
代
錯
誤
で
あ
る
。

4 



前
節
で
指
摘
し
た
「
張
生
」
に
お
け
る
経
の
特
異
な
扱
い
方
を

解
明
す
る
た
め
に
、
先
ず
は
類
例
を
捜
索
す
る
。

最
初
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
『
孟
子
』

で
あ
る
。
「
尽
心
下
」
に

一去、っ。
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孟
子
日
、
尽
信
書
、
則
不
如
無
書
。
我
於
「
武
成
」
、
取
二
三
策

而
巳
失
。
仁
人
無
敵
於
天
下
。
以
至
仁
伐
至
不
仁
、
而
何
其
血
之

2007 

流
杵
也
。

志撃館大学人間関係学部研究紀要

更
に
こ
こ
の
趨
岐
注
に
云
う
。

王
国
」
、
『
尚
書
』
。
経
有
所
美
、
一
言
口
事
或
過
。
若
「
康
詰
」
日
「
冒

聞
於
上
帝
」
、
「
甫
刑
」
日
「
帝
清
問
下
民
」
、
「
梓
材
」
日
「
欲
至

万
年
」
、
又
日
「
子
子
孫
孫
永
保
民
」
。
人
不
能
聞
天
、
天
不
能
問

民
、
万
年
永
保
、
皆
不
可
得
為
書
。
山
豆
可
案
文
而
皆
信
之
哉
。
「
武

成
」
、
逸
書
之
篇
名
。
一
言
、
武
王
訴
材
、
戦
闘
殺
人
、
血
流
春
杵
。

孟
子
言
、
武
王
以
至
仁
伐
至
不
仁
、
段
人
箪
食
豪
韓
米
而
迎
其
師
。

何
乃
至
於
血
流
漂
杵
乎
。
故
吾
取
「
武
成
」
両
三
簡
策
可
用
耳
。

其
過
辞
則
不
取
也
。

『
孟
子
』
に
『
尚
書
』

の
記
述
に
も
信
じ
ら
れ
な
い
部
分
が
有
る

と
一
例
を
挙
げ
て
述
べ
て
お
り
、
越
岐
注
は
更
に
三
例
を
追
加
し

て
い
る
。
こ
こ
に
引
い
た
「
孟
子
』
及
び
越
岐
注
と
比
較
す
る
と
、

「
張
生
」
に
お
け
る
『
尚
書
」
否
定
論
が
甚
だ
孟
子
的
で
あ
る
こ

と
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
趨
岐
注
と
の
類
似
は
著
し

ぃ
。
尚
、
『
孟
子
』
の
こ
の
部
分
は
、
以
下
に
取
り
上
げ
る
『
史
通
』

外
篇
・
疑
古
第
三
の
末
尾
に
お
い
て
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
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唐
代
の
例
で
最
も
著
名
な
存
在
は
劉
知
幾
『
史
通
』

で
あ
る
。

冒
頭
の
「
内
篇
・
六
家
第
二
に
お
い
て
史
書
の
形
式
を
六
つ
に

分
類
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
三
つ
が
「
尚
書
家
」
、
「
春
秋
家
」
、

「
左
伝
家
」
な
の
で
あ
る
。
単
に
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
の
元
祖
と
し

て
経
を
挙
げ
て
い
る
だ
け
、
と
い
う
解
釈
は
不
可
能
で
あ
る
。
「
外

篇
」
の
「
疑
古
第
一
一
一
」
及
び
「
惑
経
第
四
」
に
お
い
て
は
、
『
尚
書
』
、

『
春
秋
』
等
の
記
述
に
対
す
る
否
定
、
論
難
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
経
を
史
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
認
め
ね
ば
な
ら

ご、‘。

ふれーし



一
例
を
あ
げ
る
と
、
『
史
通
』
外
篇
・
疑
古
第
三
に
云
う
。

『
嘉
典
』
序
又
云
、
「
将
遜
子
位
、
譲
子
虞
舜
」
。
孔
氏
注
目
、
「
完

知
子
丹
朱
不
肖
、
故
有
禅
位
之
志
」
。
案
、
『
汲
家
瑛
語
』
云
、
「
舜

放
奏
於
平
陽
」
。
而
『
室
田
』
云
、
某
地
有
城
、
以
「
囚
嘉
」
為
号
。

識
者
癌
斯
異
説
、
頗
以
禅
授
為
疑
。
然
則
観
此
二
書
、
己
足
為
証

宮野:r纂異記』張生考証

者
失
。
而
猶
有
所
未
視
也
。
何
者
。
拠
『
山
海
経
」
、
謂
、
放
勲

之
子
為
帝
丹
朱
、
而
列
君
於
帝
者
、
得
非
舜
難
廃
案
、
何
立
嘉
子
、

俄
又
奪
其
帝
者
乎
。
観
近
古
有
好
雄
奮
発
、
自
号
勤
玉
、
或
廃
父

而
立
其
子
、
或
瓢
兄
而
奉
其
弟
、
始
則
示
相
推
戴
、
終
亦
成
其
纂

奪
。
求
諸
歴
代
、
往
々
而
有
。
必
以
古
方
今
、
千
載
一
授
。
斯
則

嘉
之
授
舜
、
其
事
難
明
。
謂
之
譲
園
、
徒
虚
語
耳
。
其
疑
二
也
。

実
舜
の
禅
譲
を
疑
問
視
し
て
、
実
際
は
舜
に
よ
る
纂
奪
で
あ
っ
た

と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
『
汲
家
噴
語
』
、
欠
名
の
『
書
』
、

及
び
『
山
海
経
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
経
よ
り
格
下
の
書
物
に
よ
っ

て
『
尚
書
』
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
張
生
」
に

お
け
る
『
尚
書
』
の
否
定
と
明
ら
か
に
同
工
で
あ
る
。

最
後
に
、
経
と
史
の
関
係
に
つ
い
て
、
換
言
す
れ
ば
経
義
と
史

実
と
の
関
係
に
つ
い
て
劉
知
幾
の
考
え
方
を
確
認
す
る
。

『
史
通
』
外
篇
・
申
左
第
五
は
『
春
秋
』
三
伝
の
中
で
の
『
左
伝
』

の
優
越
を
主
張
し
て
い
る
。
『
公
羊
伝
』
、
「
穀
梁
伝
』
に
つ
い
て

一玄、っ。
必
執
二
伝
之
丈
、
唯
取
依
『
経
』
為
主
。
而
内
則
為
国
隠
悪
、
於

外
則
承
赴
而
書
、
求
其
本
事
、
大
半
失
実
。

『
公
羊
伝
』
、
『
穀
梁
伝
』
は
『
春
秋
』
経
に
依
拠
し
て
注
釈
し
て
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い
る
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
春
秋
』
経
の
記
述
は
隠
詳
や
他

国
の
赴
告
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
史
実
と
異

な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
『
公
羊
伝
」
、
『
穀
梁
伝
」
の
注
釈

は
、
史
実
の
説
明
が
必
要
な
場
合
に
は
「
大
半
失
実
」
と
な
る
。

一
方
、
『
左
伝
』
に
つ
い
て
、
云
う
。

至
於
実
録
、
付
之
丘
明
、
用
使
善
悪
畢
彰
、
真
偽
尽
露
。
向
使
『
孔

経
」
独
用
、
「
左
伝
』
不
作
、
則
当
代
行
事
、
安
得
而
詳
者
哉
。



蓋
語
日
、
「
仲
尼
修
「
春
秋
」
、
逆
臣
、
賊
子
憧
」
。
又
日
、
「
「
春
秋
』

之
義
也
、
欲
蓋
而
彰
、
求
名
而
亡
、
善
人
勧
罵
、
淫
人
憧
吾
川
」
0

尋
「
春
秋
』
所
書
、
実
話
此
義
、
而
「
左
伝
』
所
録
、
無
塊
斯
言
。

此
則
伝
之
与
経
、
其
猶
一
体
、
廃
一
不
可
、
相
須
而
成
。
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孔
子
は
『
春
秋
」
を
編
集
す
る
時
に
、
歴
史
資
料
は
左
丘
明
に
付

託
し
て
、
史
実
を
明
記
さ
せ
た
。
『
春
秋
』
経
だ
け
で
『
左
伝
』

2007 

が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
当
時
の
史
実
の
詳
細
は
分
か
ら
な
く
な
っ

志与さ館大学人間関係学部研究紀要

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
「
春
秋
』
経
の
経
義
は
、
「
左
伝
」
無
く
し
て

は
不
明
と
な
る
。
『
春
秋
』
経
と
『
左
伝
」
と
は
一
体
な
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
劉
知
幾
の
考
え
方
は
、
史
実
が
明
ら
か
に

な
っ
て
初
め
て
経
義
が
分
か
る
、

つ
ま
り
史
実
と
経
義
と
は
切
り

離
し
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
は
先
に
「
経
を
史
と
し

て
扱
っ
て
い
る
」
と
書
い
た
が
、
厳
密
に
言
え
ば
経
と
史
を
一
体

の
存
在
と
認
識
し
て
い
る
と
一
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

5 

「
張
生
」
に
お
け
る
経
の
特
異
な
扱
い
方
の
類
例
と
し
て
今

つ
可
能
性
が
あ
る
の
が
、
咲
助
、
超
匡
、
陸
淳
の
所
謂
「
新
春
秋

学
派
」
で
あ
る
。
前
節
で
確
認
し
た
劉
知
幾
の
考
え
方
を
介
在
さ

せ
る
と
共
通
性
が
理
解
し
易
い
と
思
わ
れ
る
。

劉
知
幾
が
「
春
秋
』
三
伝
の
中
で
『
左
伝
』

の
明
瞭
な
優
越
性

を
認
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
新
春
秋
学
派
は
三
一
伝
兼
採
で
あ
っ

て
各
々
に
長
短
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
義
を

理
解
す
る
上
で
の
史
実
の
決
定
的
な
重
要
性
を
認
め
る
こ
と
、
換

言
す
れ
ば
史
実
と
経
義
と
は
切
り
離
し
得
な
い
と
い
う
認
識
、
に

お
い
て
は
、
両
者
は
一
致
し
て
い
る
。
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『
春
秋
吹
越
集
伝
纂
例
』

三
伝
得
失
議
第
二
に
お
い
て
吹

助
は
、
「
八
ム
羊
伝
』
、
『
穀
梁
伝
』
に
対
し
て
「
二
伝
伝
経
、
密
於
『
左

氏
」
。
『
穀
梁
』
意
深
、
『
公
羊
』
辞
弁
。
随
文
解
識
、
往
々
鈎
深
」

と
一
評
す
る
。

一
方
「
左
伝
」

の
評
価
は
と
い
う
と
、
「
叙
事
難
多
、

釈
意
殊
少
。
是
非
交
錯
、
混
然
難
証
」
で
あ
る
。
『
春
秋
」
経
の

本
文
に
密
着
し
た
註
解
と
し
て
は
『
左
伝
』
は
明
ら
か
に
劣
っ
て

い
る
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
左
伝
』
に

対
し
て
は
「
比
余
伝
、
其
功
最
高
」
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
「
博

采
諸
家
、
叙
事
尤
備
。
能
令
百
代
之
下
、
頗
見
本
末
。
因
以
求
意
、



経
丈
可
知
。
又
況
論
大
義
、
得
其
本
源
、
解
ゴ
一
数
条
大
義
」
で
あ

る

つ
ま
り
、
『
左
伝
』
は
様
々
な
歴
史
資
料
に
基
づ
き
、
春
秋

時
代
の
史
実
の
最
も
完
備
し
た
記
述
を
提
供
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
お
蔭
で

『
春
秋
』
経
の
本
文
や
「
大
義
」
が
理
解
で
き
る
と
い

う
の
で
あ
る
。

超
匡
に
と
っ
て
は
、
史
実
の
重
要
性
は
更
に
大
き
い
よ
う
で
あ

宮野・『纂異記』張生考証

る
。
「
春
秋
峡
趨
集
伝
纂
例
』

一
・
超
氏
損
益
義
第
五
に
云
う
。

予
謂
、
『
春
秋
』
因
史
制
経
、
以
明
王
道
。
其
指
大
要
二
端
而
己
。

興
常
典
也
、
著
権
制
也
。
故
凡
郊
廟
、
喪
紀
、
朝
勝
、
蒐
狩
、
昏

取
、
皆
違
札
則
識
之
。
是
興
常
典
也
。
非
常
之
事
、
典
礼
所
不
及
、

則
裁
之
聖
心
、
以
定
褒
庇
。
所
以
窮
精
理
。
精
理
者
、
非
権
無
以

及
之
。
:
:
:
札
典
者
、
所
以
防
乱
耳
。
乱
既
作
失
。
則
典
礼
未
能

治
也
。
聡
之
一
身
、
則
養
生
之
法
、
所
以
防
病
。
病
既
作
失
。
則

養
生
之
書
不
能
治
也
。
治
之
者
在
誠
薬
耳
。
故
『
春
秋
』
者
亦
世

之
誠
薬
也
。
相
助
救
世
、
理
当
如
此
。

「
国
史
制
経
」
と
い
う
だ
け
で
も
経
と
史
の
密
接
な
関
係
が
表
現

さ
れ
て
い
る
。
「
大
要
」
の
一
端
「
興
常
典
」
に
つ
い
て
確
認
す

る
と
、
先
ず
「
常
典
」
と
は
「
札
血
こ
の
こ
と
で
あ
り
、
儒
家
に

と
っ
て
は
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
普
遍
的
な
原
別
で
あ
る
。
『
春

秋
』
に
お
い
て
は
「
郊
廟
、
喪
紀
、
朝
蒋
、
蒐
狩
、
昏
取
」
と
い

う
実
例
に
対
し
て
、
札
に
違
反
し
た
ら
譲
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
常

典
」
を
作
興
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
礼
の
実
例

と
し
て
史
実
が
重
要
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
著
権
制
」
に
つ
い
て
は
史
実
の
重
要
性
は
絶
対
的
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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「
非
常
之
事
」

つ
ま
り
非
常
事
態
に
つ
い
て
は
札
で
は
対
処
で

き
な
い
の
で
、
対
応
策
は
聖
人
の
心
で
判
断
し
評
価
す
る
。
個
別

具
体
的
な
状
況
に
応
じ
た
対
策
に
な
る
か
ら
、
そ
の
立
案
に
も
評

価
に
も
精
妙
な
道
理
の
追
求
が
必
要
で
あ
り
、
礼
に
準
拠
し
な
い

権
宜
の
行
動
が
必
須
と
な
る
。
:
:
:
礼
と
は
非
常
事
態
の
発
生
を

予
防
す
る
手
段
で
あ
り
、
発
生
の
後
で
の
対
策
は
能
力
の
外
で
あ

る
。
人
間
に
聡
え
れ
ば
、
健
康
法
は
病
気
を
防
ぐ
手
段
で
あ
っ
て
、

発
病
し
た
後
の
治
療
に
は
、
健
康
法
で
は
な
く
、
鋪
や
薬
と
い
っ

た
治
療
の
手
段
が
必
要
な
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。



つ
ま
り
『
春
秋
』
経
の
「
大
要
」
で
あ
る
「
権
制
」
を
著
明
に

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
権
宜
の
対
応
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
非
常
事
態
の
個
別
的
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
(
要
す

る
に
史
実
の
詳
細
)
を
抜
き
に
し
て
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
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小
説
「
張
生
」
と
、
『
史
通
」
及
び
「
新
春
秋
学
派
」
と
の
間

2007 

に
は
如
何
な
る
関
連
が
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
次
の
問
題
で
あ

志皐館大学人間関係学部研究紀要

る

こ
の
問
題
を
追
究
す
る
糸
口
と
し
て
、
『
纂
異
記
」
の
中
で
「
張

生
」
と
明
瞭
な
共
通
性
を
有
す
る
「
二
一
史
王
生
」
と
の
比
較
を
お

こ
な
う
。
「
三
史
王
生
」
は
、
主
人
公
の
王
生
が
浦
の
高
祖
廟
で

劉
邦
を
侮
辱
し
た
た
め
、
夢
の
中
で
劉
邦
の
神
霊
に
糾
問
さ
れ

る
、
と
い
う
の
が
大
筋
で
あ
る
。
夢
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、
古

人
の
神
霊
が
自
身
に
つ
い
て
の
後
世
の
記
述
や
論
評
に
対
し
て
反

駁
す
る
、
と
い
う
「
張
生
」
と
同
一
の
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
。

侮
辱
発
一
百
「
提
三
一
尺
剣
、
滅
暴
秦
、
菊
強
楚
、
而
不
能
免
其
母

烏
老
之
称
。
徒
歌
「
大
風
起
今
雲
飛
揚
』
、
日
旬
能
「
威
加
四
海
』
哉
」

の
中
の
劉
邦
の
母
(
劉
姐
)
が
「
烏
老
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
部

分
の
根
拠
を
劉
邦
は
追
求
す
る
。
文
脈
か
ら
見
る
と
両
者
と
も

[
注
必
]

「
烏
老
」
を
侮
辱
の
意
味
を
有
す
る
語
と
認
識
し
て
い
る
。
王
生

は
「
臣
常
覧
大
王
本
紀
、
見
司
馬
遷
及
班
固
云
、
「
母
劉
姐
』
o

而

注
云
、
『
烏
老
反
』
、
釈
云
、
『
老
母
之
称
也
」
。
見
之
於
史
、
聞
之

於
師
、
載
之
於
籍
、
嫡
然
明
如
白
目
。
非
臣
下
敢
出
於
胸
襟
爾
」

と
答
え
て
、
『
史
記
』
高
祖
本
紀
及
び
『
漢
書
』
高
帝
紀
の
「
母

劉
姐
」
に
対
す
る
注
「
烏
老
反
」
を
挙
げ
る
。

」
れ
は
孟
康
の
注
で
あ
り
、
『
史
記
』
及
び
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『#凍室日』

の
該
当

箇
所
に
対
す
る
劉
宋
の
斐
梱
の

「
集
解
』
と
唐
の
顔
師
古
の
注
に

そ
れ
ぞ
れ
引
用
さ
れ
て
い
る
。
現
行
本
の
孟
康
の
注
は
「
姐
、
母

〔
逮
骨
]

別
名
也
。
音
、
烏
老
反
」
で
あ
る
。
「
音
、
烏
老
反
」
と
明
記
し

で
あ
る
の
だ
か
ら
、
「
烏
老
」
は
反
切
で
あ
っ
て
、
意
味
の
あ
る

語
で
は
な
い
。
王
生
の
発
言
で
も
「
烏
老
反
」
と
述
べ
て
い
る
以

上
、
王
生
自
身
は
そ
れ
を
知
り
な
が
ら
曲
解
し
て
侮
辱
の
語
と
し

て
利
用
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

劉
邦
は
「
酒
水
亭
長
碑
」
を
根
拠
に
挙
げ
て
、
母
は
温
氏
で
あ

る
と
主
張
し
て
、
王
生
の
誤
読
を
非
難
す
る
。
「
掴
水
亭
長
碑
」



五
々
は
、
唐
の
司
馬
貞
『
史
記
索
隠
』

の
「
母
日
劉
姐
」
に
対
す

る
注
「
貞
時
打
得
班
固
『
澗
水
亭
長
古
石
碑
文
』
、
其
字
分
明
作

温
字
、
云
『
母
温
氏
』
」
に
基
づ
く
。

こ
の
反
論
は
二
重
の
意
味
で
倒
錯
し
て
い
る
。
先
ず
劉
邦
自
身

に
関
わ
る
話
題
な
の
だ
か
ら
、
当
事
者
と
し
て
主
張
す
る
だ
け
で

十
分
で
あ
り
、
根
拠
を
挙
げ
る
必
要
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

宮野:r纂異記』張生考証

わ
ざ
わ
ざ
証
拠
と
な
る
資
料
を
出
し
て
い
る
。
次
に
そ
の
資
料
が

後
漢
の
班
固
に
よ
る
碑
文
、

つ
ま
り
は
劉
邦
よ
り
後
世
の
資
料
で

あ
る
と
い
う
時
代
錯
誤
を
犯
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
言
動
の
倒

錯
振
り
も
「
張
生
」
の
舜
と
同
じ
で
あ
る
。

結
局
王
生
は
、
劉
邦
の
「
虚
妄
侮
漫
」
と
い
う
発
言
に
食
い
つ

い
て
、
劉
邦
自
身
が
「
君
親
」
を
「
侮
漫
」
し
た
と
い
う
実
例
を

『
史
記
』
、
『
漢
書
」
か
ら
挙
げ
て
劉
邦
を
や
り
込
め
て
難
を
逃
れ

る
倒
錯
し
た
言
動
の
原
因
は
、
「
張
生
」
よ
り
は
容
易
に
理
解
で

き
る
。
「
コ
一
史
王
生
」
の
冒
頭
で
、
王
生
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ

れ
る
。

業
三
史
、
博
覧
甚
精
。
性
好
誇
怯
、
語
甚
容
易
。
毎
弁
古
昔
、
多

以
憶
断
。
傍
有
議
者
、
必
大
言
折
之
。

科
挙
の
三
史
科
の
受
験
者
で
、
博
覧
で
は
あ
る
が
、
自
ら
の
才
学

を
大
袈
裟
に
見
せ
び
ら
か
す
性
質
で
、
軽
々
し
く
発
言
す
る
。
歴

史
を
論
じ
る
時
は
し
ば
し
ば
臆
断
す
る
。
反
論
す
る
者
が
あ
れ

ば
、
法
螺
を
吹
い
て
、
つ
ま
り
は
史
料
の
担
造
や
曲
解
で
挫
い
た
。

こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
王
生
が
「
烏
老
反
」
を
曲
解
し
た
理
由
が

了
解
で
き
る
。
更
に
、
劉
邦
の
倒
錯
し
た
言
動
や
、
玉
生
に
よ
る

-202-

侮
辱
に
対
し
て
劉
邦
が
単
に
怒
り
答
め
る
だ
け
で
な
く
、
「
烏
老

之
言
、
出
自
何
典
。
若
無
所
拠
、
爾
罪
難
逃
」
と
「
烏
老
」
の
出

典
に
拘
っ
た
こ
と
の
原
因
も
、
以
下
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。
即

ち
「
二
一
史
王
生
」
中
の
王
生
と
劉
邦
と
の
論
争
は
、
実
は
王
生
と

「
議
者
」
と
の
論
争
、
換
言
す
れ
ば
三
史
を
業
と
す
る
者
の
間
で

の
歴
史
に
つ
い
て
の
論
争
、

の
戯
画
で
あ
ろ
う
。

だ
と
す
れ
ば
、
「
張
生
」
も
進
士
を
業
と
す
る
者
の
聞
で
の
経

に
関
す
る
論
争
の
戯
画
と
見
な
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
考
え
る

と
、
「
張
生
」
に
お
け
る
舜
の
倒
錯
し
た
言
動
だ
け
で
な
く
、
非



孟
論
に
史
料
の
担
造
や
曲
解
が
あ
る
こ
と
も
、
了
解
可
能
に
な

る
。
つ
ま
り
「
張
生
」
の
非
孟
論
が
著
者
の
意
見
の
主
張
ま
た
は

著
者
の
学
識
の
誇
一
不
を
目
的
と
す
る
の
な
ら
ば
、
担
造
や
曲
解
は

逆
効
呆
に
し
か
な
ら
な
い
。
論
争
の
戯
画
で
あ
っ
て
初
め
て
担
造

NO.l 

や
曲
解
の
存
在
が
有
効
に
な
る
の
で
あ
る
。
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続
い
て
「
纂
異
記
』
は
科
挙
と
の
関
連
性
が
強
い
こ
と
を
一
不
す

事
実
を
列
挙
す
る
。
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先
ず
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
『
纂
異
記
』
に
は
歌
詩
や
排
偶

の
文
が
多
数
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
文
名
は
高
か
っ
た
が
万
年
落

第
生
で
あ
っ
た
李
攻
が
、
自
身
の
丈
才
と
学
識
を
誇
示
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
陳
季
卿
」
は
、
進
士
に
挙
げ
ら
れ
て
及
第
で
き
ず
、
十
年
間

長
安
に
滞
在
し
て
い
る
主
人
公
の
、
受
験
生
活
に
倦
み
疲
れ
、
し

か
し
諦
め
も
つ
か
な
い
と
い
う
心
情
を
切
々
と
表
現
し
て
お
り
、

〔
注
見
]

明
ら
か
に
李
攻
の
自
画
像
で
あ
る
。

「
章
飽
生
妓
」
に
お
い
て
は
進
士
科
の
試
験
に
対
す
る
明
示
的

な
批
判
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
劉
宋
の
謝
荘
の
幽
霊
が
云
う
。

吾
問
、
今
之
求
聴
之
札
鉄
、
是
貢
挙
之
道
栗
山
矢
。
賢
不
肖
同
途
鳶
、

才
不
才
氾
旧
罵
。
隠
巌
穴
者
、
白
童
警
窮
経
、
至
於
白
首
君
、
懐

方
策
者
、
白
壮
歳
力
学
、
記
子
没
歯
、
難
毎
歳
郷
里
薦
之
子
州
府
、

州
府
貢
之
子
有
司
、
有
司
考
之
詩
賦
。
蜂
腰
鶴
膝
、
調
不
中
度
、

弾
声
韻
之
清
濁
、
謂
不
中
律
。
難
有
周
孔
之
賢
聖
、
班
馬
之
丈
章

不
由
此
製
作
、
麻
酔
得
而
達
矢
。
然
皇
王
帝
覇
之
道
、
興
亡
理
乱
之

体
、
其
可
聞
乎
。

声
律
に
拘
る
詩
賦
に
よ
る
試
験
で
は
経
学
や
政
治
の
能
力
が
あ
る
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人
物
を
選
抜
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
極
々
あ
り
ふ
れ
た

進
士
科
批
判
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宝
応
二
年
(
七
六
三
)
楊
結
が

科
挙
の
大
改
革
を
提
案
し
た
際
の
買
至
の
議
に
「
今
:
:
考
文

{
草
品
川
〕

者
、
以
声
病
為
是
非
。
畳
能
知
移
風
易
俗
化
天
下
乎
」
と
あ
る
。

」
の
よ
う
な
改
革
案
は
唐
一
代
を
通
じ
て
度
々
議
論
さ
れ
た
が
、

結
局
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
長
ら

く
科
場
に
在
っ
た
李
攻
は
、

科
挙
改
革
論
議
に
は
無
関
心
で
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。



7 

「
張
生
」
と
科
挙
の
制
度
及
び
改
革
論
と
の
対
応
を
確
認
す
る
。

唐
代
の
科
挙
で
、
士
大
夫
が
受
験
す
る
の
は
進
士
と
明
経
の
両

科
で
あ
る
。
試
験
の
内
容
は
、
多
少
の
変
化
は
あ
る
が
、
進
士
は

『纂異記J張生考証

帖
経
、
雑
丈
(
詩
賦
)
、
時
務
策
、
明
経
は
帖
経
、
口
問
大
義
、

[
注
、
駅
〕

時
務
策
で
あ
る
。
量
の
違
い
は
あ
る
が
両
者
と
も
帖
経
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
銘
記
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

実
は
「
新
春
秋
学
派
」
の
越
匡
に
は
大
規
模
な
科
挙
改
革
案
が

あ
る
。
「
通
典
』
十
七
・
選
挙
五
・
雑
論
議
中
に
収
録
さ
れ
た
洋

宮野

州
刺
史
超
匡
「
選
挙
議
」
で
あ
る
。
科
挙
の
最
大
の
問
題
点
を
次

の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

疏
以
釈
経
、
蓋
茎
蹄
耳
。
明
経
読
書
、
勤
苦
巳
甚
。
既
日
間
義
、

又
諦
疏
丈
、
徒
掲
其
精
華
、
習
不
急
之
業
、
而
当
代
礼
法
、
無
不

面
摘
。
及
臨
人
決
事
、
取
弁
膏
吏
之
口
而
巳
。
所
謂
所
習
非
所
用
、

所
用
非
所
習
者
也
。
故
当
官
少
称
職
之
吏
。

い
く
ら
学
聞
を
積
ん
で
も
、
同
時
代
の
法
律
制
度
に
無
知
な
た

め
、
政
治
の
実
務
に
つ
い
て
は
青
吏
の
判
断
に
頼
る
こ
と
に
な

る
。
科
挙
に
必
要
な
学
聞
が
、
行
政
実
務
に
は
役
に
立
た
な
い
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
経
世
致
用
の
学
を
目
指
す
具
体
的
な
改
革
案

は
「
選
挙
議
」
の
中
の
「
挙
人
保
例
」
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
冒

頭
に
云
う
。

主
白
半
凡
上
口
、

二
三
ロ
ニ
=
ロ
守
山
叩

一
切
請
停
。
唯
令
策
試
義
及
口
問
。

経
の
暗
記
を
試
験
す
る
帖
経
は
全
廃
、
試
策
と
口
問
の
み
と
す
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る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
口
問
に
つ
い
て
云
う
。

其
口
問
、
諸
書
毎
巻
問
一
節
、
取
心
中
了
情
、
解
釈
分
明
、
往
来

問
答
、
無
所
滞
擬
。
不
用
要
令
請
疏
。

疏
の
暗
諦
を
無
用
と
し
て
、
内
容
を
は
っ
き
り
理
解
し
て
滞
り
な

く
問
答
す
る
と
い
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
趨
匡
は
、
口

聞
に
お
い
て
は
自
分
の
言
葉
で
要
約
や
言
い
換
え
が
で
き
る
こ



と
、
し
か
も
「
往
来
問
答
」
で
あ
る
か
ら
議
論
を
交
わ
す
こ
と
、

を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
口
問
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
「
唐
会
要
』
七
五
・
貢
挙

上
・
帖
経
傑
例
に
云
う
。
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(
開
元
)
二
十
五
年
二
月
勅
、
今
之
明
経
、
進
士
、
則
古
之
孝
廉
、

秀
才
。
近
日
以
来
、
殊
誰
本
意
。
進
士
以
声
律
為
学
、
多
味
古
今
。

2∞7 

明
経
以
帖
諦
為
功
、
冊
子
窮
旨
趣
。
安
得
為
敦
本
復
古
、
経
明
行
修
。
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以
此
登
科
、
非
選
士
取
賢
之
道
。
其
明
経
、
自
今
以
後
、
毎
経
宜

帖
十
、
取
通
五
巳
上
、
免
旧
試
一
帖
。
仰
按
問
大
義
十
僚
、
取
通

六
巳
上
、
免
試
経
策
十
係
。
令
答
時
務
策
三
道
、
取
粗
有
文
理
者
、

与
及
第
。
其
進
士
、
宜
停
小
経
、
准
明
経
帖
大
経
十
帖
、
取
通
四

己
上
。
然
後
准
例
試
雑
文
。
及
第
者
、
通
与
及
第
。
:
:
:
其
所
問

明
経
大
義
日
、
須
対
同
挙
人
考
試
。
応
能
否
共
知
、
取
舎
無
憾
。

有
功
者
達
、
可
不
勉
歎
。

天
宝
十
一
載
七
月
、
挙
人
帖
及
口
試
、
並
宜
対
衆
考
定
、
更
唱
通

否。

帖
経
の
為
の
暗
請
が
内
容
の
理
解
に
は
繋
が
ら
な
い
と
い
う
認
識

の
下
に
、
帖
経
の
後
に
「
大
義
を
按
問
」
す
る
の
で
あ
る
。
対
象

は
明
経
だ
け
で
、
こ
の
時
点
で
は
進
士
に
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

口
聞
が
「
対
同
挙
人
考
試
」
、

即
ち
受
験
者
全
員
の
前
で
行
わ
れ
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

口
聞
は
容
易
に
定
着
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
『
唐
会

要
』
七
五
・
貢
挙
上
・
明
経
に
云
う
。

建
中
二
年
(
七
八
一
)
十
月
、
中
書
舎
人
権
知
礼
部
貢
挙
趨
賛
奏
、
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応
口
問
大
義
明
経
等
。
挙
人
明
経
之
目
、
義
以
為
先
。
比
来
相
承
、

唯
務
習
帖
。
至
子
義
理
、
少
有
能
通
。
経
術
寝
衰
、
莫
不
由
此
。

今
若
頓
取
大
義
、
恐
全
少
其
人
。
欲
且
因
循
、
又
無
以
勧
学
。
請

約
貢
挙
旧
例
、
精
示
考
義
之
難
。
承
前
、
問
義
、
不
形
文
字
、
落

第
之
後
、
喧
競
者
多
。
臣
今
請
以
所
問
、
録
子
紙
上
。
各
令
直
書

其
義
、
不
仮
文
言
。
既
与
策
有
殊
、
又
事
堪
徴
証
。
愚
此
取
舎
、

庶
帰
子
公
。

[
註
⑫
】

趨
賛
は
超
匡
の
弟
で
あ
る
。
開
元
二
十
五
年
の
勅
と
全
く
同
じ
理



由
で
、

口
問
の
実
施
を
求
め
る
一
方
で
、
口
聞
を
に
わ
か
に
施
行

し
た
ら
合
格
者
が
な
く
な
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。
ま
た
「
承

前
」
以
下
で
過
去
に
生
じ
た
口
聞
の
問
題
点
、

つ
ま
り
記
録
が
な

い
た
め
に
落
第
者
が
後
で
抗
議
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
を
述
べ

て
い
る
。
以
上
を
要
す
る
に
、
建
中
以
前
の
口
問
の
実
施
は
極
め

て
短
期
間
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
超
賛
は
記
録
を
残
す
た
め

宮野:r纂異記』張生考証

に
、
「
以
所
問
、
録
子
紙
上
。
各
令
直
書
其
義
、
不
仮
文
言
」
と

提
案
し
た
。
所
調
「
墨
義
」
で
あ
る
。
以
後
の
口
問
、
墨
義
に
つ

い
て
の
記
事
を
『
唐
会
要
』
七
五
・
貢
挙
上
・
明
経
か
ら
抜
き
出

す(
貞
元
)
十
三
年
十
二
月
、
尚
書
左
丞
権
札
部
知
貢
挙
顧
少
連
奏
、

伏
以
、
取
士
之
科
、
以
明
経
為
首
。
教
人
之
本
、
則
義
理
為
先
。

至
於
帖
書
及
以
対
策
、
皆
形
文
字
、
並
易
考
尋
。
試
義
之
時
、
独

令
口
問
。
対
答
之
失
、
覆
視
無
題
。
瓢
退
之
中
、
流
議
遂
起
。
伏

請
、
准
建
中
二
年
十
二
月
勅
、
以
所
問
、
録
子
紙
上
。
各
令
直
書

其
義
、
不
仮
文
一
言
。
伺
請
依
経
疏
対
。
奉
勅
宜
依
。

元
和
二
年
十
二
月
、
礼
部
貢
挙
院
奏
、
五
経
挙
人
、
請
罷
試
口
義
、

准
旧
試
墨
義
十
余
係
。
:
:
:
詔
従
之
。

(
元
和
)
七
年
十
二
月
、
権
知
礼
部
侍
郎
章
貫
之
奏
、
試
明
経
、

[
注
事
〕

請
墨
義
、
依
旧
格
、
間
口
義
。
従
之
。

変
更
は
あ
っ
て
も
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
明
経
に

関
し
て
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
口
問
は
帖
経
が
無
益
で
あ
る
と
い
う

認
識
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
。
進
士
も
帖
経
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
以

ハUっ“

上
、
口
問
と
無
関
係
で
は
在
り
得
な
い
。
『
唐
会
要
』
七
六
・
貢

挙
中
・
進
士
に
云
う
。

太
和
七
年
八
月
、
礼
部
奏
、
進
士
挙
人
、
先
試
帖
経
、
井
略
問
大

義
、
取
経
義
精
通
者
。
次
試
議
論
各
一
首
、
文
理
高
者
、
便
与
及

第
。
其
所
試
詩
賦
、
並
停
者
。
伏
請
、
帖
大
小
経
各
十
帖
、
通
五
、

通
六
為
及
格
。
所
間
大
義
、
便
与
習
大
経
内
。
准
格
、
明
経
例
問

十
係
、
的
対
衆
口
義
。
伏
准
新
制
、
進
士
略
問
大
義
。
縁
初
董
革
、

今
且
以
通
三
通
四
為
格
、
明
年
以
後
、
並
以
明
経
例
。
、



太
和
七
年
(
八
一
二
三
)

の
「
新
制
」
に
よ
り
進
士
科
で
も
「
対
衆

口
義
」
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
正
に
李
攻
が
科
場
に

在
っ
た
時
期
で
あ
る
。
改
革
の
初
め
の
経
過
措
置
と
し
て
、
及
第

点
を
十
分
の
三
ま
で
下
げ
て
い
る
。
聞
元
二
十
五
年
の
勅
に
よ
れ

No.l 

ば
明
経
は
十
分
の
六
で
あ
る
。
進
士
に
と
っ
て
口
聞
が
甚
だ
し
く
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困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
良
く
分
か
る
。
従
っ
て
当
時
進
士
に
挙
げ

ら
れ
た
者
に
と
っ
て
は
口
問
へ
の
対
策
は
極
め
て
重
大
な
問
題
で

2007 

あ
っ
た
。
特
に
「
対
衆
」

つ
ま
り
受
験
者
全
員
の
前
で
議
論
す
る
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の
だ
か
ら
、
少
な
く
と
も
議
論
の
練
習
は
必
須
で
あ
り
、
可
能
な

ら
ば
予
行
演
習
と
し
て
人
前
で
の
議
論
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
望

ま
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
当
時
進
士
科
の
受
験
者
の
問
で
経
義

に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
推
量
す
る
所
以
で
あ
る
。

二
史
科
も
口
問
の
対
象
で
あ
っ
た
。
『
唐
会
要
」
七
六
・
貢
挙

中
・
三
伝
(
原
注
・
三
史
附
)
に
云
う
。

長
慶
二
年
(
八
二
三
)

一
一
月
、
諌
議
大
夫
段
惰
:
:
・
又
奏
、
歴
代

史
書
、
皆
記
当
時
善
悪
、
係
以
褒
庇
、
垂
裕
勧
戒
。
其
司
馬
遷
『
史

記
』
、
班
園
、
活
慢
両
「
漢
書
」
、
音
義
詳
明
、
懲
悪
勧
善
、

亜
於

六
経
、
堪
為
世
教
。
伏
惟
、
国
朝
故
事
、
因
子
学
有
丈
史
直
者
、

宏
文
館
宏
文
生
、
並
試
以
『
史
記
』
、
両
「
漢
書
』
、
「
三
国
志
」
0

又
有
一
史
科
。
近
日
以
来
、
史
学
都
廃
。
至
於
有
身
処
班
列
、
朝

廷
旧
章
、
昧
而
莫
知
。
況
乎
前
代
之
載
、
罵
能
知
之
。
伏
請
、
置

前
件
史
科
、
毎
史
聞
大
義
一
百
係
、
策
三
道
。
義
通
七
以
上
、
策

通
二
以
上
、
為
及
第
。

」
の
「
同
大
義
一
百
僚
」
は
、
「
義
通
七
以
上
」
で
及
第
と
い
う

」
と
は
一
百
係
全
部
に
答
え
る
の
で
は
な
く
、
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口
問
で
一
百
係
以

内
に
「
義
通
七
」
に
な
れ
ば
合
格
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

三
史
王
生
も
単
な
る
議
論
好
き
で
は
な
か
っ
た
、
と
言
え
る
で
あ

ろ、っ。

8 

最
後
に
、

口
問
の
重
視
が
単
な
る
試
験
制
度
の
問
題
に
は
止
ま

ら
な
い
こ
と
を
述
べ
て
結
び
に
代
え
る
。

既
に
見
た
よ
う
に
、
越
匡
は
「
選
挙
議
」
に
お
い
て
、
「
疏
以

釈
経
、
蓋
茎
蹄
耳
。
明
経
読
書
、
勤
苦
己
甚
。
既
日
間
義
、
又
諦



疏
文
、
徒
掲
其
精
華
、
習
不
急
之
業
、
」
と
、
注
疏
の
学
が
経
世

致
用
に
無
益
だ
、
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
を
学
ぶ
こ
と
を

否
定
し
た
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
如
何
に
す
れ
ば
経
学
は
経

世
致
用
に
有
用
で
あ
り
得
る
の
か
。

趨
匡
「
選
挙
議
」
に
は
科
挙
改
革
案
だ
け
で
な
く
、
吏
部
の
官

職
任
用
制
度
の
改
革
案
「
選
人
候
例
」
も
含
ま
れ
る
。
そ
ち
ら
を

宮野 『纂異記』張生考証

参
照
す
る
と
、
行
政
実
務
に
お
い
て
経
史
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ

れ
る
の
か
、
見
当
を
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
選
人
候
例
」
に

一去、っ。
不
習
経
史
、
無
以
立
身
。
不
習
法
理
、
無
以
効
職
。
挙
人
出
身
以

後
、
当
宜
習
法
。
其
判
問
、
請
皆
間
以
時
事
、
疑
獄
、
令
約
律
丈

断
決
。
其
有
既
依
律
文
、
又
約
経
義
、
文
理
弘
雅
、
超
然
出
群
、

為
第
一
等
。
其
断
以
法
理
、
参
以
経
史
、
無
所
蔚
失
、
燦
然
可
観
、

為
第
二
等
。
判
断
依
法
、
有
文
彩
、
為
三
等
。
頗
約
法
式
、
直
書

可
否
、
言
難
不
文
、
其
理
無
失
者
、
為
第
四
等
。

吏
部
の
試
判
に
つ
い
て
の
判
定
基
準
で
あ
る
。
時
事
、
疑
獄
が
出

題
さ
れ
、

一
等
か
ら
四
等
ま
で
全
て
律
文
に
依
拠
し
て
理
が
備

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

〔
注
⑮
〕

つ
ま
り
経
義
に
準
拠
す
る
こ
と
、
二
等
は
「
参
以
経
史
」
つ
ま
り

一
等
は
加
え
て
「
約
経
義
」

内
容
に
共
通
点
の
あ
る
経
史
を
参
照
す
る
こ
と
、
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
時
事
、
疑
獄
が
先
ず
提
起
さ
れ
、
律
丈

に
準
拠
し
て
判
断
さ
れ
、
そ
の
後
で
経
義
ま
た
は
経
史
の
内
容
と

の
対
応
を
追
究
す
る
の
で
あ
る
。
対
応
の
追
及
と
い
う
作
業
は
、

経
史
を
内
容
を
理
解
せ
ず
に
暗
諦
す
る
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ

る
。
内
容
の
具
体
的
細
部
を
比
較
し
て
共
通
性
を
評
価
す
る
こ

口

6nu 
q
G
 

と
、
及
び
適
切
な
言
い
換
え
と
要
約
に
よ
り
対
応
の
存
在
を
説
明

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
口
問
に
必
要
な
能
力
で
あ

り
、
ま
た
、
趨
匡
の
主
張
す
る
『
春
秋
』

の
指
の
大
要
「
輿
常
典
、

著
権
制
」
に
照
応
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
。

注

注
①
李
宗
為
校
点
「
纂
異
記
甘
沢
謡
』

版
社
一
九
九
一
年
、
及
び
注
4
参
照
。

注
②
『
纂
異
記
』
に
は
「
張
生
」
が
二
篇
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る

一
頁
・
前
一
言

上
海
古
籍
出
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の
は
「
太
平
広
記
」
二
二

O
所
引
の
も
の
で
あ
る
。

注
③
注
⑦
参
照
。

注
④
李
剣
国
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
』
七

O
六
1
七
一
五
頁

大
学
出
版
社
一
九
九
三
年

注
⑤
李
剣
国
前
掲
書
七
一
四
頁

注
⑥
中
華
書
局
一
九
八
一
刊
『
太
平
広
記
」
τ
二

O
に
拠
っ
た
。

注
⑦
銭
鍾
室
田
『
同
日
錐
編
』
七
七
三
頁
・
「
太
平
広
記
」
第
一
一
一
一
五
則
〈
張

生
〉
非
孟
中
華
書
局
一
九
七
九
年

注
⑧
こ
の
内
容
は
、
現
存
の
「
尚
圭
同
』
大
国
円
諜
の
「
帝
初
子
歴
山
、
往

子
回
、
号
泣
子
受
天
子
父
母
」
に
対
応
す
る
が
、
『
孟
子
』
で
は
「
童
同
日
」

と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
現
存
の
「
大
局
諜
」
は
偽
十
日
文
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
異
と
す
る
に
是
り
な
い
。
た
だ
し
李
攻
は
唐
人
で
あ
る
か
ら
、

「
大
局
諜
」
を
疑
問
視
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
は
ず
で
、
『
孟
子
』
の
こ

の
部
分
は
「
大
国
内
議
」
を
解
釈
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
孟
子
』
に
対
す
る
論
難
の
例
証
と
し
て
「
尚
書
』

を
挙
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

注
⑨
『
礼
記
』
祭
義
に
「
父
母
愛
之
、
喜
而
弗
忘
。
父
母
悪
之
、
健
而

無
怨
」
と
あ
る
。

注
⑩
院
一
冗
『
孟
子
注
疏
校
勘
記
』
に
よ
れ
ば
、
該
当
部
分
に
異
文
は
無

ぃ
。
中
華
書
局
本
『
太
手
広
記
』
の
校
勘
記
に
よ
れ
ば
「
張
生
」
の
該

当
部
分
に
も
異
文
は
笹
川
い
。

注
⑪
一
言
、
つ
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
「
周
易
』
正
義
で
も
「
此
以
下
凡

有
九
事
、
皆
黄
帝
莞
舜
取
易
卦
、
以
制
象
。
-
諸
乾
坤
者
、
衣
裳
弁

貴
賎
、
乾
坤
則
上
下
殊
体
、
故
云
諸
乾
坤
也
」
と
同
一
の
解
釈
を
し
て

い
る
。
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注
⑫
管
見
の
範
囲
で
は
こ
れ
以
前
の
「
烏
老
」
の
語
棄
と
し
て
の
用
例

は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。

注
⑬
顔
師
古
注
に
は
也
字
無
し
。

注
⑭
序
で
な
が
ら
、
幸
田
露
伴
の
短
編
小
説
の
名
品
「
観
画
談
」
は
「
陳

季
卿
」
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注
⑮
「
新
唐
童
日
』
選
挙
志
上

注
⑬
山
今
仲
勉
『
陪
唐
史
』
上
一
八
九

1
一
九

O
頁
中
華
書
局
一
九
八

一
年

注
⑫
越
匡
の
科
挙
改
革
案
は
部
分
的
に
は
趨
賛
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ

た
o

こ
こ
の
口
問
の
例
の
他
に
は
、
進
士
科
の
詩
賦
廃
止
論
「
試
筆
、

表
、
論
、
義
、
銘
、
領
、
銭
、
機
等
、
有
資
於
用
者
、
不
試
詩
賦
」
(
趨

匡
「
選
挙
議
」
挙
人
候
例
)
は
、
「
建
中
二
年
十
月
、
中
書
舎
人
権
知

札
部
貢
挙
超
賛
奏
、
進
士
先
時
試
詩
賦
各
一
篇
、
時
務
策
五
道
、
明
経

策
三
道
。
今
請
以
絞
論
表
賛
代
詩
賦
、
の
試
策
二
道
o

」
(
「
唐
会
要
」

七
六
・
貢
挙
中
・
進
土
)
と
、
一
時
的
に
実
行
さ
れ
た
。

注
⑬
文
脈
か
ら
見
て
「
請
罷
墨
義
」
で
あ
ろ
う
。

注
⑩
孔
安
国
『
尚
書
』
序
の
「
約
史
記
」
の
『
正
義
』
に
「
準
依
其
事

日
約
」
と
あ
る
。

-209-


